
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 名古屋市立工芸高等学校 学校評価について 

本校の教育目標 自分の道を、自分で考え、自分で選択し、自分で歩んでいく生徒を育てる  

本校の教育方針   ① 広い視野と豊かな感性の育成 

 ② 基礎的・基本的な知識・技術や技能の習得 

 ③ 自律的に生きる人間の育成 

 ④ 公共のために尽くす心、人権を尊重する心の育成 

 ⑤ 社会的マナー・モラルの育成 

 ⑥ 心身共に健やかで活力のある人間の育成 

  

  

SＩ スクールアイデンティティ 
ＡＩ技術等の爆発的な進化によって、産業界が大

きく変化していく中でも、人間らしい感性や「０

から１を生み出す」クリエイティブな能力を持っ

たデザイナーやエンジニアはこれからも必要と

されている。このＳＩは、本校の特色でもあるデ

ザイン思考を基礎とし、「課題を自ら見つけ出し、

自ら考え、解決する」有為な人材の育成を目指し

ている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度重点目標について 

「知・技・心の探究を通して、自ら考え、挑戦し続けるスペシャリスト」を育成することを基本方針とし、

グローバルな視点を持ちながら、様々な外部機関との連携により社会（地域）に貢献し、新しい価値

の創造に挑戦する工業教育を推進する。 

 

新学習指導要領の趣旨に基づき、社会のニーズを取り入れた「社会に開かれた教育課程」を構築

する。また、「高校生のための学びの基礎診断」等を実施し、「確かな学力」の定着・向上を図る。 

 ② 「いのちの大切さ」を実感させる教育 

   自殺予防、障害のある生徒への対応、いじめ防止、 

   人権教育の充実 

 ③ 「確かな学力」の定着向上を図り、高い進 

   路目標を達成 

   「高校生のための学びの基礎診断」等の実施   

 令和元年度より「高校生のための学びの基礎診断」

を実施。振り返りのプログラムを設定し、「確かな学

力」向上に努めた。 

 今後、授業改善等向けた取組を推進し、着実な学 

力定着を図る。また、安易な進路選択をさせないよう

に、確実なキャリア教育を実践していく。 

 ① 「社会に開かれた教育課程」の実現に向け 

   た本校の教育課程の構築 

 「総合的な探究の時間 one by design」を実施し、よ

り探究を重視したプログラムを今年度軌道に乗せるこ

とができた。 

 次年度1年生より、新教育課程が施行されるため、カ

リキュラムマネジメントに基づき、今後も普通科・専門

科、教育課程小委員会、教育課程委員会など、様々

な会で検討を重ね、ＰＤＣＡサイクルを実施していく。 

  

 ④ 産学官・地域連携事業を強化し、 

            市民への情報発信を推進 

次代に向けて、特色ある教育課程を構築 

 次年度からいよいよ新学習指導要領に基づく教育課程が実施される。今後も最新情報の収集、生徒の

興味付け、関心、魅力ある授業をどのように実施していくかを継続的に議論していかなくてはならない。 

 令和元年度より、新学習指導要領を見通して、「総合的な探究の時間」や 「高校生のための学びの基

礎診断」を実施した。「総合的な探究の時間」は、本校のスクールアイデンティティである「one by design」

を科目名とし、より探究活動を重視している。また、 「高校生のための学びの基礎診断」を導入し、「多面

的な評価」や「学力向上」について「マナフェス」を実施した。 

 キャリアナビゲーター（常駐）と連携し、魅力ある本校のキャリア教育が推進できた。次年度からの新教

育課程の実施にあたり、３年間の系統立てたキャリア教育をコアプランとしていく予定である。 

 相談係2名を配置し、管理職、SC、サポート委員会

等との連携により、生徒の困難な問題にも対応でき

た。今後、サポート委員会を中心として、更なる強固な

生徒の支援体制を構築する。 

 工芸版デュアルシステム、KDO、企業連携等、コロ

ナ禍ではあったが幅広く生徒達が活躍した。市民か

らも高い評価を得、生徒達の大きな自信となった。 

また、防災教育にも積極的に取り組み、全国的に

高い評価を受けている。次年度も、産学官・地域連

携を充実させて、成果を発信していく。 



 

令和 3年度各分掌重点目標・達成状況・課題など 

 

総務部 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

専門委員会のさらな

る活性化を図るため

に、各委員会の目的、

内容を精選し、統合整

理を目指す 

専門委員会の目的・内

容・構成等を再確認

し、より効率的で円滑

な運営ができるよう

に整理する。 

Ａ 

各委員会が様々な業務の円

滑な運営ができるように、専

門委員会等の一覧表を作成

し、それぞれの目的・内容・

構成等を整理することがで

きた。 

各委員会の位置づけを確認

し、それぞれの業務内容の

精選や見直しを行い、学校

全体で合理的な運営体制を

整える。 

設備の新規導入や更

新の推進を図り、学校

全体の環境整備に努

める。教員用タブレッ

ト の 導 入 に 伴   

う、学校 ICT利活用の

推進を図る 

教科学科、各分掌と連

携を図り、教育環境の

充実、安全管理、感染

症対策、GIGAスクール

に対応した ICT関連の

校内インフラ整備に

取り組む。 

Ａ 

GIGA スクールに対応したア

クセスポイント・教室用プロ

ジェクタ等のインフラの整

備や、BYODの実施に向けた試

験的運用を推進できた。教職

員間でも ICTを活用した連絡

業務や会議などを実施でき

た。また、感染症対策に対応

した環境整備を進めること

ができた。 

次年度から本格的に始まる

BYOD の運用を推進するた

め、校内インフラのさらな

る整備を行い、GIGAスクー

ル構想に対応した授業が展

開できるようにする。教職

員においてもさらなる ICT

の利活用を推進していく。 

 

 

教務部 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 課題・改善 

新学習指導要領に

基づいた観点別評

価について、試行、

準備を進める 

一部の教科学科に試行

をお願いし、その結果を

他科に広げ、来年度へ向

けての準備を進める。 
Ａ 

観点別評価の試行を行った

結果を全体で共有した。 

新しい観点別評価について、

3観点の割合を工芸高校でど

のように、設定するのかにつ

いての議論を行った。 

「主体的に学習に取り組む

態度」を中心に、今後も継

続して情報交換を行い、指

導と評価の一体化に努めて

いく必要がある。 

ICT 機器をうまく利

用するための研究、

情報交換の推進を

図る 

タブレットや BYOD を効

果的に活用する方法に

ついて、研究をする。 

Ａ 

タブレットを活用し、ロイロ

ノートを用いた授業につい

ての研究を進めた。 

新型コロナウィルスの影響

もあり、GIGAスクール構想

の下 ICT のハード面の環境

整備が進んでいる。 

ICT 活用の研究を進め、今

後の時代に応じた新しい教

育の在り方を探っていく必

要がある。 

成績処理、要録など

本校独自のシステ

ムで行っていたも

のから、名古屋市立

高校へ一斉導入さ

れる校務支援シス

テムへの移行準備、

作業を進める 

校務支援システムにつ

いて研究し、成績処理や

要録へ利用できるよう

に準備を進める。 
Ａ 

２学期の成績処理より、校務

支援システムを利用した。 

今年度の指導要録について

も、校務支援システムを活用

できるよう準備を整えた。 

成績処理において、ミスが

出ないような仕組みづくり

を構築していく必要があ

る。 



 

生徒指導部 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

基本的生活習慣を

確立させる 

・遅刻時の声かけによる

様子の確認。 

・担任、学年会と情報共

有をした上で、面談や

ゆとり登校を実施。 

・関係各所との情報共

有。 

Ｂ 

遅刻時の声かけによって、特

に年度はじめでの遅刻数を

減らすことができた。 

学期に 4回以上の遅刻をした

生徒に関して、面談の前後で

担任と情報共有をし、複数で

のサポート体制を築くこと

ができた。 

2 学期以降に面談やゆとり

登校になる生徒が増えたこ

とから、その原因を探る。

また、関係各所と連携した

上、より丁寧な対応をして

いく。 

生徒が安心、安全に

過ごすことができ

るよう、担任・学年

会・学科との連携、

情報共有を密にし、

予防的な取り組み

を考える。特に近年

課題となるＳＮＳ

トラブルに関する

啓発的活動を企画、

運営する 

・学年会とのやりとりを

密にし、生徒の様子の把

握に努める。 

・携帯、スマートフォン

に関する講演会を企画、

立案する。 Ａ 

携帯、スマートフォンに関す

る講演会を年度はじめに実

施するができ、それらのトラ

ブルについて啓発すること

ができた。 

学年会の情報を生徒指導部

内でも共有し、生徒の様子を

把握することで、指導に生か

すことができた。 

ＳＮＳトラブルをより一層

減らすために、年間を通じ

ての啓発指導を検討・実施

する。 

 

生徒会部 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 次年度への課題・改善 

生徒同士が学校生

活の課題解決に向

けて、計画立案や役

割分担をし、協力し

て自主的、実践的に

取り組むことへの

サポートを継続す

る 

・生徒議会や、生徒の意

見を受け付ける「工芸生

の声」などを活用し、生

徒が積極的に生徒会活

動に参加できる環境を

作る。 

・各委員会の任期を通年

にすることで、それぞれ

の委員会活動が計画を

立案し取り組むだけで

はなく、次年度へ向けた

振り返りができる時間

を確保する。 

Ｂ 

・分散登校期間は生徒議会や

各委員会が活動できず、生徒

会としての活動が停滞した。 

・体育祭が延期するなど行事

の変更を余儀なくされ、計画

通り活動することができな

かった。 

・分散登校や臨時休校など

でも生徒会活動が継続的に

おこなえるような取り組み

を検討する。 

・各委員会の振り返りの時

間が充実するような具体的

な方法を検討する。 

部活動の適正なサ

ポートと、広報活動

をおこない、学校全

体で支援する環境

整備を行う 

・部活動担当者を一本化

することで、部代表者会

や部調査など部活に関

わる業務が円滑に進む

ようにする。 

・部代表者を通して部全

体への意識付けを行い、

部内から適正な部活動

運営を行う。 

・問題点を改善した部予

算配当を提示し、明瞭か

つ継続的な支援ができ

る部予算配当を実現す

る。 

Ａ 

・部活動担当者を一本化し、

生徒には担当者がわかりや

すい形を示すことができた。

部顧問にはマイクロソフト

teams を利用するなど円滑な

部活支援をおこなうことが

できた。 

・部代表者会において部全体

への連絡を徹底させ、それを

受けて各部での運営を行う

ことができた。 

・部顧問の意見を踏まえた新

たな部予算配当を作成する

ことができた。 

・部活動の実績などを校内

外に広報し、学校全体で部

活動を応援できるような環

境づくりを行っていく。 

・老朽化が進む部活動備品

の整備を検討する。 

・新しい部予算配当を実施

し、妥当性があるか審議す

る必要がある。 



 

進路指導部 

 

保健部 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 次年度への課題 

生徒が健康的な生活

習慣を身に着け、感

染症に気を配りなが

ら健康で明るい学校

生活を送ることがで

きるよう指導・助言

する 

生徒自身が心身の健康

に向き合う機会を設け

る。また、感染症予防を

日常的に呼びかける等、

学校生活における感染

症予防に努める。  

Ｂ 

ほけんだより作成、性講話後

の掲示物作成等、生徒主体で

健康に関する活動を行うこ

とができた。また、生徒が感

染症予防を呼びかけること

で、生徒が感染症予防を意識

して学校生活を送った。 

継続的に、生徒自ら感染

症予防を中心に心身の健

康に留意し学校生活を送

ることができるよう指

導・助言する。 

生徒の情報を収集す

る体制を整え、教職

員やスクールカウン

セラーが連携をして

生徒へのサポートを

充実させるととも

に、見守りが必要な

生徒の早期発見に努

める 

教育相談係と養護教諭

を中心に、教員同士が密

に連携を取り、見守りが

必要な生徒の早期発見

を図る。 Ａ 

SC、養護教諭、教育相談係、

担任等、職員が配慮の必要な

生徒の情報共有を密に行い、

学校生活の配慮に結び付け

ることができた。また、「こ

ころのＳＯＳ」を定期的に実

施し、教育相談活動に役立て

ることができた。 

今年度同様、職員で配慮

が必要となる生徒の情報

共有を密に行い、学校生

活の配慮を検討する。 

また、見守りが必要な生

徒の早期発見に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 課題・改善 

キャリアマネジメ

ントの見直しと改

善を図る 

3 年間を通した進路行

事の流れを確認し、各行

事での目的を見直しす

る。 

Ｂ 

キャリア教育にかかわる進

路行事が、3 年間の流れの中

でどのように積み重なって

いくかを整理することがで

きた。 

社会の変化に対して必要

なキャリア教育のために

行事の内容を検討してい

く。 

生 徒 が 自 ら の 能

力・適性や学習の成

果に合った進路選

択ができるように

サポートする 

生徒が自身の能力や適

性など知ることで、学習

の成果と合わせた進路

選択ができるように促

す。 

Ａ 

探究活動や職業適性検査の

結果から、自らの進む道を選

択できるように、担任や学科

の協力を得てサポートする

ことができた。 

コロナの影響で次年度の

3年生は ONE BY DESIGNや

就業体験などの進路指導

の機会が少なかったた

め、進路選択に向けて丁

寧なサポートをしてい

く。 

新型コロナウィル

スによる社会情勢

への変化に対応し

ていく 

社会情勢に応じて、進路

指導に必要な準備対策

を行う。 

Ａ 

オンラインによる企業見学

会、就職試験などに対応する

環境を整えることができた。

企業や大学などの直接訪問

も受け付けた。 

今後もオンラインによる

見学会などの増加が見込

まれ、利用する部屋の確

保など環境整備を行って

いく必要がある。社会情

勢に合わせて柔軟な対応

が求められる。 



 

図書部 

 

 

 

広報企画部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 次年度の課題・改善 

生 徒 の 図 書 館 の

利用促進 

生涯を通じて読書に親

しむ習慣を身に付けら

れるよう、生徒に向けた

図書館利用の促進に努

める。 

Ａ  

図 書 の 廃 棄 や 書 棚 の 撤

去、本の配置の番号順に

よる並べ換えなどを積極

的に行った。図書委員に

読書感想文シートを作成

してもらい、「私の推し

本」コーナーを作った。  

本 の 貸 出 数 は 増 え た

が、一部生徒に集中し

ている現状である。授

業 内 で も 積 極 的 に 本

の 貸 出 を 行 っ て も ら

えるよう、働きかけた

い。 

図 書 館 の 設 備 充

実  

授業や課外活動で利用

できるよう、専門書の充

実および生徒に資する

図書の選定に努める。 
Ａ  

図書委員による書店見学

会や図書室に寄せられる

リクエストシートを通し

て、生徒が求める図書の

選定をし蔵書を充実させ

ることができた。  

蔵 書 管 理 用 シ ス テ ム

が 古 く な っ て い る た

め、更新（新調）が必

要な時期に来ている。 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 課題・改善 

今後の工芸高校と

しての広報活動の

在り方を検討する 

情報の収集 

・入試状況の分析 

・広報活動に必要な資料

の収集・分析 

Ａ 

中学校訪問時に、現状把握を

するための資料の収集の実

施を行うことができた。 

広報企画部の存続を含

め、学校全体とした工芸

高校の広報活動を考えて

いく必要がある。 

関係部署との連携

を図り、安定した受

検生の確保のため

の情報収集・分析を

行い、活用方法を検

討する 

・中学校訪問の企画・立

案・まとめ 

・進路説明会、上級学校

説明会の対応 

・入学案内、学校パン

フレットなどの製作 

Ａ 

昨年度に引き続きコロナの

状況を見ながらの実施とな

った。 

説明会については、オンライ

ンを活用したものを実施す

ることができた。 

広報活動の対象を整理

し、対象にあった発信方

法を検討する。 

リアルタイムに工芸高校

の情報を発信する。（ウエ

ブサイトの活用や、パン

フレットの刷新等） 



 

工務部 

重点目標 具体的方策 達成度 達成状況 課題・改善 

特色ある工業教育

（デザイン・ものづ

くり）を実現するた

めの施策を 

展開していく 

本校のスクールアイデ

ンティティ「 ONE BY 

DESIGN」に基づいた教

育課程を元に、評価等

の運用について考えて

いく。 

Ａ 

新教育課程が固まり、各学科

の特色に合わせたカリキュ

ラム運用の準備が整った。 

完成年度に向け、運用し

ていく中で、特に各学科

に共通する課題について

情報共有し、必要に応じ

て見直していく。 

産学官連携事業

（KOGEI DESIGN 

OFFICE）の活動を展

開させていく 

ロードマップに沿った

計画を進めていく。 

ともに、次の５年の計

画を実現可能な形で考

えていく。 
Ｂ 

KDO 発足当初の計画を実現す

ることを目標に活動をして

きたが、現場の状況に合わせ

調整しながら活動している

状況がみられる。 

７学科共有の教育の場と

して活発な活動が安定的

に続けられるよう、生徒

の利益や担当教員の負担

などのバランスを考えな

がら、引き継ぎ可能な計

画を検討する。 

 

 



学校生活アンケート（全校）　　　平成30年から令和3年度の比較 教務部資料

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

クラスの友人関係はうまく行っている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

先生に気軽に質問や相談をすることができる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

楽しいと思う生徒会行事や学校行事がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

部活動など学校生活で打ち込めるものがある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

自分の学校生活に意義を感じている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

高校生になって中学生のときより自分の将来の目標がもて

るようになった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

楽しいと思う授業がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

ためになると思える授業がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

自分には好きな科目がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

入学したときと比べて好きな科目が増えた

凡例

とても思う

まあ思う

あまり思わない

まったく思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

自信のもてる教科がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

分かりやすい授業がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

内容が工夫された授業がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

学力が少しずつ向上してきた

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

人前で発表することが得意になった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

将来に向け何を学習したらよいか分かってきた

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

いろいろな体験ができる機会があり、自分自身の視野が

広がった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

将来を考える機会が多くなった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

私は価値のある人間だと思う

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

努力すれば大体のことができる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

自分が優秀だと思う

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R03

R02

R01

H30

私は先生に優秀だと認められている


